

結構学科の人数が少なめなこともあり、上下の関係が深いからかな。上の人からだいたいの先輩情報は入るし、直接聞かなくても間接的に知ることもあるし。たまたまうちの代は、例年めちゃめちゃ仲が良い心理学科の例外で、わりと個人主義な部分もあって、仲悪くはないけどそうイベントが多いわけではない、、、というかほとんどない（笑）まぁそれでも他の学科に比べたら、学科１クラスでみんなの顔と名前は一致してるし、決して仲悪くはないよ～　自分スタイルを持ったいろんな人がいるかんじかな。

・教職は公民のみ
とろうとした人は多いらしいけど、結局忙しすぎて挫折した人が多いみたい。とってる友達は大変そう。フル
単だし、暗記教科だし。同じフル単とるなら専門関係のとりたいな。
・ゼミについて
　3年はゼミ二つで、4年でしぼってそこで卒論書く。実験系と臨床系を1つずつとることを勧められます。全く逆の立場の分野を専攻して、結構おもしろがってるよ。心を重視するか、無視して行動を変えるかの違いって、結構大きいし。

・院進学志望者
他の学科よりはだいぶ多いらしい。上智の大学院への推薦は特になく、テストを受けるのだそうです。だから、
勉強大変みたい。まわりを見渡すと、入学当初はみんな臨床方面に進んで、カウンセラーになりたいっていう

希望のもとに心理学科を受験してくるんだけど、だんだん方向性が変わってくる人も多い。実験系のゼミしか
取らないって人も出てきます。それでも、臨床家になりたい人は現在もわりと多いはず。院に行きたい人は、
結構いる。臨床心理士ねらいだよね。

・卒業生の就職先
聞くところによると、卒業生の就職先は、心理と関係ない分野が多い。ふつうに企業に就職するみたい。私の
知ってる先輩は、警察官になるらしい。入学当初の希望は、変わることが非常に多いということらしい。

・学業について
　レポートとか結構多いみたい。一年生のときから専門っぽいことをやらされ、二年では心理学の論文の書き方、
実験の仕方などの実習があって、認知や生理の実験したり、心理検査を自分で受けて、結果をマニュアル見て
自分で分析して落ち込んだり、知能検査を人に受けさせたりっていう研究法の授業があり、レポートを赤ペン
先生みたいなかんじで出しまくっていたこともあった。いまは、選ぶゼミによって大変さは全然違うけど、私
が取ったところは両方とも毎週レポート。面倒見のいい先生多いよ。多様な分野をカバーしているのが、売り
らしい。どっちかって言うと早稲田、慶応は実験系で、上智は臨床系が強いって受験の時に聞いたよ。

　
就職相談窓口より
私が就活相談窓口からもらえた情報は、上智大学が発行してる新聞の、去年度（2002年度）とその前年度（2001年度）の卒業生進路特集の分だった。学部ごとに、学事部に報告があった分だけだけど、卒業生の進路が会社名と氏名セットでのってるよ。　
先輩からの情報
一コ上の進学する先輩や助手さんから大学院情報をきいたら、毎年定員は15人で、最大でとって20人なんだって。臨床心理士も増えてきたからそんなに必要とされない、みたいなこともいわれてわりとショックだったわ、、、　で、年によって学科約50人中何人が就職して何人が進学するんだかだいぶ違うんだけど、去年の卒業生は50人中40人が院志望で、ものすごい争いだったみたい。でも仲間内で受験戦争は、結構辛いものがあるよね。15人の中でも、実験コース、学習コース、臨床コースがあって、資格につながる臨床コースが一番人気のようです。だから倍率も上がるだろうね。

学科のほうでは、明日から行動療法の指導者になる研修をうけにいくよ。自閉症の子供の早期支援プロジェクトを、うちの研究室でやってるの。楽しみなのさ♪

ということでした。

読んでて気付かれたと思うのですが、メールはそのまま、cut＆pasteさせてもらいました。

彼女の主観も入っているとは思うけど、それでも参考になったのではないでしょうか。
なお、メール内にもあった通り卒業生の方々の就職先は言葉通りの『一般企業』なので、載せる必要がないと判断し、掲載しないことにしました。
【３Ａ／小俣ゼミ 中嶋祐子】
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